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ど
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6月
定例会

各会計補正予算の主なもの
新型コロナウイルス感染拡大に伴う経済対策として、地域応援券事業
及び温泉キャンペーン事業に5,500万円、新型コロナウイルス感染症
予防事業に985万円、町道の災害復旧事業に700万円、小規模河川の
緊急浚

しゅんせつ

渫推進事業に480万円を増額するものです。
新型コロナウイルス感染症に感染した被用者に対する
傷病手当金200万円を増額するものです。

◆医療分基礎課税額
　医療機関にかかったときの医療費等の給付費用に充てるた
めの財源として納めるもの。

区　分 令和２年度
所　得　割 7.21％
均　等　割 18,870円

平等割
一 般 世 帯 15,720円
特 定 世 帯 7,860円
特 定 継 続 世 帯 11,790円

◆後期高齢者支援金課税額
　75歳以上の医療保険である後期高齢者医療制度を支援す
るため、その医療費等の財源の一部として納めるもの。

区　分 改正案
所　得　割 2.53％
均　等　割 6,620円

平等割
一 般 世 帯 5,510円
特 定 世 帯 2,755円
特 定 継 続 世 帯 4,132円

◆介護納付金課税額
　介護保険制度の財源として、40歳以上65歳未満の加入者
（介護保険第2号被保険者）が納めるもの。

区　分 改正案
所　得　割 2.14％
均　等　割 7,120円
平　等　割 4,390円

※所得割：加入者の所得に応じて課税します。
※均等割：加入者１人につき、定額で課税します。
※平等割：加入者数に係わりなく、１世帯につき、定額で課税します。

　
令
和
２
年
度
の
国
保
税

は
、
被
保
険
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
前
年
度
の
決

算
剰
余
金
３
８
０
０
万
円

を
充
当
し
て
も
な
お
納
付

金
に
不
足
が
生
じ
、
計
画

的
・
段
階
的
な
税
率
引
き

上
げ
が
必
要
で
す
。
昨
年

の
台
風
第
19
号
に
よ
る
被

害
や
、
今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
減
収
等
も
懸
念

さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
負
担
増
加

を
避
け
る
た
め
の
措
置
と

し
て
、
国
民
健
康
保
険
財

政
調
整
基
金
か
ら
１
０
０

０
万
円
を
繰
り
入
れ
、
前

年
度
の
税
率
を
据
え
置
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

令和2年度

　6月定例会は6月4日から10日までの7日間の会期で開かれました。
　条例の制定及び一部改正、補正予算などの議案が提案され原案のとおり可決した
ほか、請願3件、議員発議3件を審議しました。
　また、一般質問には6人の議員が町政を問い、傍聴には17人が訪れました。

国民健康保険特別会計

一般会計

地域応援券（プレミアム
付き商品券）発行決まる

国
民
健
康
保
険
税
決
ま
る

前
年
度
の
税
率
に
据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た

令和2年8月1日発行
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議案番号 議案・請願 審議結果

議案　第31号 新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に係
る国民健康保険税及び介護保険料の減免に関する条例の制定について 原案可決 全　 員

議案　第32号 石川町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 原案可決 全　 員
議案　第33号 石川町税条例等の一部を改正する条例 原案可決 全　 員

議案　第34号 令和元年台風第19号災害による被災者に対する町民税等の減免に関す
る条例の一部を改正する条例 原案可決 全　 員

議案　第35号 石川町国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決 全　 員
議案　第36号 石川町給水条例の一部を改正する条例 原案可決 全　 員
議案　第37号 令和２年度石川町一般会計補正予算（第２号） 原案可決 全　 員
議案　第38号 令和２年度石川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全　 員

議案　第39号 郡山市と石川町との連携中枢都市圏形成に係る連携協約の一部を変更す
る連携協約の締結に関する協議について 原案可決 全　 員

議案　第40号 石川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決 全　 員
議案　第41号 石川町農業委員会委員の任命について 原案可決 全　 員
議案　第42号 石川町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 全　 員

請願　第４号 「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分
な就学支援を求める意見書」の提出を求める請願書 採　 択 全　 員

請願　第５号 雇用調整助成金のさらなる改善・拡充等を求める請願書 採　 択 全　 員
請願　第６号 強力な第２次補正予算の早急な編成を求める請願書 継続審査 全　 員

議案番号 発議 審議結果

発議　第５号 石川町議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例 原案可決 全　 員

発議　第６号 「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学
支援を求める意見書 原案可決 全　 員

発議　第７号 雇用調整助成金のさらなる改善・拡充等を求める意見書 原案可決 全　 員

議案・請願・発議議案・請願・発議  審議結果  審議結果

　
石
川
町
農
業
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
、
全

員
異
議
な
く
同
意
し
ま
し

た
。

◦
遠
藤
武
重
（
王
子
平
）

◦
根
本
常
和
（
沢
井
）

◦
佐
川
修
一
（
赤
羽
）

◦
緑
川
喜
友
（
板
橋
）

◦
緑
川
一
男
（
山
形
）

◦
仲
田
昌
勝
（
中
田
）

◦
芳
賀
正
幸
（
北
山
）

◦
近
内
貞
夫
（
塩
沢
）

◦
金
沢
和
則
（
鹿
ノ
坂
）

　
第
３
回
臨
時
会
は
、
令

和
２
年
５
月
１
日
に
開
催

さ
れ
補
正
予
算
１
件
、
専

決
処
分
３
件
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
に
伴
う
軽
自

動
車
税
の
納
期
限
の
変
更

や
保
育
施
設
、
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
へ
の
布
マ
ス

ク
配
布
経
費
な
ど
感
染
防

止
を
図
る
た
め
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
９
５
万
円

を
増
額
す
る
専
決
処
分
を

承
認
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と

し
て
、
特
別
定
額
給
付
金

に
15
億
49
万
６
０
０
０
円
、

マ
ス
ク
の
全
戸
配
布
経
費

に
５
３
５
万
円
、
飲
食
業
、

旅
館
業
の
事
業
継
続
支
援

経
費
に
２
１
６
５
万
円
、

小
中
学
校
の
副
教
材
購
入

経
費
に
９
７
２
万
５
０
０

０
円
の
増
額
、
ま
た
、
町

営
住
宅
使
用
料
の
減
免
に

伴
う
57
万
５
０
０
０
円
を

減
額
と
す
る
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
は
全
員
異

議
な
く
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の

承
認
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算

第
1
号
の
主
な
も
の

第
３
回
臨
時
会

石
川
町
農
業
委
員
会

委
員
の
任
命
に
同
意

石川町議会だより　205号
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新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
小
中
学

校
を
休
校
し
た
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
の
皆
様
に
は
、児
童
・

生
徒
の
家
庭
で
の
学
習
や
生

活
指
導
に
お
い
て
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
対
応
し
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
で
は
、
教
育
費
の
負
担

軽
減
を
目
的
と
し
て
、
例
年

保
護
者
の
皆
様
に
負
担
い
た

だ
い
て
い
る
公
立
小
・
中
学

校
で
使
用
す
る
副
教
材
（
問

題
集
・
参
考
書
等
）
購
入
に

か
か
る
経
費（
1
万
円
程
度
）

を
今
年
度
に
限
り
全
額
補
助

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
私
立
小
・
中
学
校

等
は
、
一
律
１
万
円
を
補
助

い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
、
教

育
課
学
校
管
理
係
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

Ｑ　

国
民
健
康
保
険
税
の
減

免
条
件
は
。

Ａ
　
次
の
（
1
）、（
2
）
い

ず
れ
か
、
ど
ち
ら
も
該
当
す

る
方
は
減
免
の
大
き
い
方
が

適
用
と
な
り
ま
す
。

（
1
）
主
た
る
生
計
維
持
者

が
死
亡
、
又
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
世
帯
は
、
全
額
減

免
と
な
り
ま
す
。

（
2
）
主
た
る
生
計
維
持
者

の
事
業
収
入
等
（
事
業
、
不

動
産
、
山
林
、
給
与
）
の
減

収
が
見
込
ま
れ
、
①
～
③
す

べ
て
に
該
当
す
る
世
帯
で
す
。

①
事
業
収
入
等
の
減
少
額
が

30
％
以
上
。

②
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

１
０
０
０
万
円
以
下
。

③
減
少
が
見
込
ま
れ
る
事
業

収
入
等
以
外
の
前
年
の
所
得

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
。

　
な
お
、
減
免
額
は
、
前
年

の
所
得
額
や
世
帯
に
属
す
全

て
の
被
保
険
者
の
前
年
の
合

計
所
得
金
額
等
に
よ
り
算
定

さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
税
務
課

課
税
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

介
護
保
険
料
の
減
免
条

件
は
。

Ａ
　
第
一
号
被
保
険
者
が
、

次
の
（
1
）、（
2
）
い
ず
れ

か
、
ど
ち
ら
も
該
当
す
る
方

は
減
免
の
大
き
い
方
が
適
用

と
な
り
ま
す
。

（
1
）
主
た
る
生
計
維
持
者

が
死
亡
、
又
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
第
一
号
被
保
険
者

は
、
全
額
減
免
と
な
り
ま
す
。 （

2
）
主
た
る
生
計
維
持
者

の
事
業
収
入
等
（
事
業
、
不

動
産
、
山
林
、
給
与
）
の
減

収
が
見
込
ま
れ
、
①
と
②
に

該
当
す
る
第
一
号
被
保
険
者

で
す
。

①
事
業
収
入
等
の
減
少
額
が

30
％
以
上
。

②
減
少
が
見
込
ま
れ
る
事
業

収
入
等
以
外
の
前
年
の
所
得

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
。

　
な
お
、
減
免
額
は
、
前
年

の
所
得
額
や
生
計
維
持
者
の

前
年
の
合
計
所
得
金
額
等
に

よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
詳
細

は
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
第
一
号
被
保
険
者
は
65
歳

以
上
の
方
で
す
。

委員会審査　　紙上中継

予
算
審
査
特
別

委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
被
保
険
者
な
ど
に
係
る
減
免
に
関
す
る
条
例
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

小・中学校児童生徒副教材購入費の支援について

令和2年8月1日発行
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平
成
30
年
11
月
に
学
校
法

人
石
川
義
塾
理
事
長
か
ら
旧

中
谷
第
一
小
学
校
を
学
生
寮

と
し
て
活
用
し
た
い
と
い
う

依
頼
に
対
し
、
町
で
は
学
校

教
育
の
振
興
と
地
域
の
に
ぎ

わ
い
の
創
出
に
資
す
る
と
い

う
判
断
か
ら
、
無
償
貸
与
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
校
舎
の
改
修
工

事
が
完
了
し
、
4
月
か
ら
石

川
義
塾
「
中
谷
寮
」
と
し
て

運
営
さ
れ
、
12
月
に
完
成
予

定
の
野
球
部
屋
内
練
習
場
の

建
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

●
和
久
観
音
山
鉱
山
跡
の
国

指
定
文
化
財
を
目
指
し
環
境

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

い
う
答
弁
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
の
状
況
は
。

●
和
久
観
音
山
鉱
山
跡
が
国

指
定
文
化
財
の
指
定
を
受
け

る
た
め
に
は
、
県
指
定
文
化

財
に
な
る
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。
町
で
は
、
令
和
元

年
度
に
県
教
育
委
員
会
に
指

定
の
推
薦
書

を
提
出
し
、

県
文
化
財
保

護
審
議
会
委

員
、
県
教
育

委
員
会
が
2

度
の
鉱
山
跡

の
調
査
を
行

い
、
令
和
2
年
3
月
23
日
に

「
石
川
町
の
ペ
グ
マ
タ
イ
ト

鉱
物
と
和
久
観
音
山
鉱
山

跡
」
を
県
指
定
文
化
財
に
指

定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
県
指
定
文
化

財
と
し
て
一
般
に
公
開
す
る

た
め
、
第
一
鉱
体
の
坑
道
内

通
路
の
改
修
工
事
を
行
い
、

安
全
対
策
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
一
鉱
体
の
坑
道
内
通
路

改
修
工
事
予
定

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？

一
般
質
問
の
そ
の
後
は

廃校の有効活用について

廃校施設の利活用について
（旧中谷第一小学校）

▲第一鉱体の坑道内通路

▲石川義塾「中谷寮」に生まれ変わった旧中一小

石川町議会だより　205号
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質
問　

学
校
再
開
後
の
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
①
登
校
・
出
勤
前

の
検
温
及
び
風
邪
症
状
の

確
認
②
手
洗
い
・
消
毒
の

徹
底
③
換
気
の
徹
底
④
身

体
的
距
離
の
確
保
⑤
マ
ス

ク
の
着
用
の
徹
底
と
い
っ

た
、
五
つ
の
取
組
み
を
徹

底
し
感
染
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。

質
問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁
　
バ
ス
の
増
便
や
消

毒
の
徹
底
、
会
話
を
控
え

る
な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す
。

質
問　

授
業
の
遅
れ
を
取

り
戻
す
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
夏
季
休
業
期
間
に

十
日
間
の
授
業
日
を
設
け
、

授
業
日
数
を
確
保
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

再
度
臨
時
休
校
と

な
っ
た
場
合
は
、
家
庭
で

も
端
末
を
活
用
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

答
弁
　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
有
効
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望　

健
康
観
察
に
加
え

て
、
学
習
成
果
の
確
認
が

で
き
る
よ
う
進

め
て
欲
し
い
。

質
問　

休
校
中

の
児
童
生
徒
の

様
子
確
認
と
学

校
再
開
後
の
心

の
ケ
ア
に
つ
い

て
の
取
り
組
み

を
伺
う
。

答
弁
　「
電
話

に
よ
る
確
認
」

「
登
校
日
の
設

定
」「
分
散
登

校
に
よ
る
確

認
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

担
任
・
養
護
教
諭
・
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
連
携

し
て
児
童
生
徒
の
状
況
把

握
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

要
望　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
支
援
に
加

え
て
、
偏
見
や
差
別
の
防

止
の
徹
底
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

質
問　

避
難
所
に
お
け
る
、

暑
さ
・
寒
さ
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
　
扇
風
機
や
冷
風
機
、

温
風
器
や
ス
ト
ー
ブ
等
の

冷
暖
房
機
器
を
活
用
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

要
望　

冷
暖
房
が
完
備
さ

れ
た
施
設
へ
の
分
散
避
難

や
、
配
管
工
事
が
不
要
な

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど

の
導
入
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
に
伴
う
学
校
に

　
お
け
る
対
策
に
つ
い
て

◆
避
難
所
に
お
け
る
生
活

　
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

乾　初美 議員

Q 教育ICT化の進捗状況は

A 今年度中に全学年の児童・生徒分の端末を整備していきたい

（
教
育
I
C
T
化
）

ハ
ー
ド
面
、ソ
フ
ト
面
、

人
材
の
確
保
を
同
時
に

進
め
て
ほ
し
い
な
ぁ
。

▲クリスタルホールで配膳する児童

令和2年8月1日発行
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質
問　

本
町
に
お
け
る
経

済
的
影
響
と
町
独
自
の
支

援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
町
独
自
の
緊
急
支

援
と
し
て
店
舗
等
維
持
費

助
成
、
飲
食
店
等
応
援
事

業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
特
別
資
金
保
証
料

補
助
金
の
3
つ
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

質
問　

発
生
し
た
場
合
の

町
の
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
石
川
町
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
を
設
置
し
、
対
策
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

質
問　

災
害
が
起
き
た
際

の
避
難
所
に
お
け
る
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
3
つ
の
密
を
回
避

し
、
基
本
的
な
感
染
予
防

対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

質
問　

長
期
休
業
に
伴
う

学
習
等
の
遅
れ
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
夏
季
休
業
期
間
や

中
止
と
な
っ
た
対
外
行
事

及
び
先
生
方
の
研
修
会
等

を
充
て
る
こ
と
で
授
業
日

数
を
確
保
す
る
考
え
で
す
。

質
問　

学
校
等
再
開
に
伴

う
感
染
予
防
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
　
文
部
科
学
省
の
衛

生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
き
、
新
し
い
生
活
様
式

を
導
入
し
、
感
染
症
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

質
問　

地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
方
針
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁
　
国
の
災
害
対
策
標

準
化
の
考
え
方
や
先
行
事

例
を
参
考
に
、
よ
り
実
践

的
な
体
制
の
見
直
し
を
図

り
ま
す
。

質
問　

地
区
防
災
計
画
作

成
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
計
画
の
意
義
や
必

要
性
を
丁
寧
に
説
明
し
、

先
進
事
例
や
作
成
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
紹
介
し
な
が
ら
作

成
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

道
の
駅
整
備
、
浄

水
場
改
修
、
認
定
こ
ど
も

園
整
備
等
大
型
事
業
の
今

後
の
計
画
と
財
政
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
各
事
業
と
も
基
本

設
計
を
策
定
し
た
段
階
で

お
示
し
し
、
中
長
期
的
な

財
政
見
通
し
を
立
て
な
が

ら
取
り
組
む
考
え
で
す
。

質
問　

学
校
統
廃
合
の
考

え
方
と
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
学
校
統
廃
合
は
、

町
立
小
中
学
校
統
合
計
画

に
基
づ
き
対
応
し
ま
す
。

　
統
合
し
て
児
童
生
徒
数

が
増
え
る
と
同
学
年
の
多

く
の
友
達
と
切
磋
琢
磨
で

き
る
一
方
、
個
別
的
な
生

活
指
導
が
図
り
に
く
く
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

質
問　

令
和
元
年
9
月
議

会
で
前
向
き
に
検
討
す
る

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
今
後
、
高
齢
者
の

介
護
予
防
、
健
康
づ
く
り
、

生
活
支
援
と
入
浴
等
の
娯

楽
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
い
く
考
え
で
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
対
策
に
つ
い
て

◆
地
域
防
災
計
画
の

　
見
直
し
に
つ
い
て

◆
今
後
の
財
政
の
見
通
し

　
に
つ
い
て

◆
高
齢
者
の
温
泉
利
用
の

　
助
成
に
つ
い
て

◆
学
校
の
統
廃
合
に

　
つ
い
て

Q 新型コロナ禍で町の経済的な支援は
A 町独自の緊急支援策を展開します

菊池美知男 議員

い
っ
ぱ
い
質
問
し
ま
す
。

石川町議会だより　205号
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質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
下
の
避
難
所
は
、

通
常
の
3
～
4
倍
の
広
さ

が
必
要
と
な
る
。
対
応
は
。

答
弁
　
コ
ロ
ナ
の
対
策
を

含
め
て
、
一
体
町
民
が
ど

こ
に
安
心
し
て
避
難
で
き

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
も

う
一
度
洗
い
直
し
て
、
き

め
細
か
な
対
策
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

質
問　

避
難
勧
告
等
に
サ

イ
レ
ン
の
使
用
が
で
き
な

い
か
。

答
弁
　
警
戒
レ
ベ
ル
ご
と

に
発
す
る
情
報
の
中
で
サ

イ
レ
ン
を
使
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

各
地
区
の
避
難
所

の
運
営
等
を
定
め
る
地
区

防
災
計
画
づ
く
り
は
い
つ

か
ら
行
う
の
か
。

答
弁
　
今
年
の
夏
か
ら
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難
所

の
見
直
し
等
を
行
い
、
あ

わ
せ
て
地
区
防
災
計
画
の

策
定
に
入
り
ま
す
。

質
問　

今
回
の
給

水
区
域
拡
大
地
区

は
、
ど
こ
か
。

答
弁
　
今
回
の
区

域
拡
大
検
討
地
区

は
、
字
長
久
保
周

辺
、
国
道
1
1
8

号
沿
い
、
県
道
い

わ
き
石
川
線
沿
い

の
給
水
未
普
及
地

区
で
す
。

質
問　

谷
地
・
坂

路
地
区
は
40
年
近

く
も
待
た
さ
れ
て

い
る
。
今
回
、
是

非
、
給
水
区
域
に
。

答
弁
　
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

質
問　

法
改
正
に
よ
り
ト

ラ
ク
タ
ー
で
公
道
走
行
す

る
際
に
幅
１
・
7
ｍ
を
越

え
る
農
作
業
機
を
装
着
し

た
場
合
、
大
型
特
殊
免
許

が
必
要
と
な
っ
た
。
免
許

取
得
へ
の
支
援
は
な
い
の

か
。

答
弁
　
個
人
資
格
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
他
の
自
治
体

の
支
援
状
況
等
を
調
査
し

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

石
川
町
の
農
業
者

の
80
％
は
、
60
歳
以
上
と

い
う
状
況
だ
。
免
許
取
得

費
が
10
万
か
ら
15
万
と
言

わ
れ
て
い
る
。
負
担
が
大

き
い
。
積
極
的
に
支
援
を

考
え
て
ほ
し
い
。　

答
弁
　
県
内
で
す
で
に
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
全
体
的
に
見
た

上
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
対
策
に
つ
い
て

Q 地域外来検査センターの開設は
A 石川町村会を中心に県、郡医師会等と協議中

瀬谷　寿一 議員

今
年
は
、
水
害
が

な
い
こ
と
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。

◆
給
水
区
域
拡
大

　
に
つ
い
て

◆
ト
ラ
ク
タ
ー
公
道
走
行

　
の
免
許
取
得
助
成
に
つ

　
い
て

▲福島県がひらた中央病院に委託し、7月6日から「石川郡地方発熱外来セン
ター」を開設。石川郡医師会、石川地方町村会が協力しています。

令和2年8月1日発行
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質
問　

学
校
再
開
の
課
題

は
。

答
弁
　
学
習
進
度
の
遅
れ
、

学
校
生
活
習
慣
へ
の
適
応
、

体
力
・
運
動
能
力
の
低
下

で
す
。

質
問　

再
開
の
進
め
方
は
。

答
弁
　
新
し
い
生
活
様
式

で
、
児
童
生
徒
の
学
び
を

保
障
し
ま
す
。

　「
登
校
・
出
勤
前
検
温
・

風
邪
症
状
の
確
認
」「
手

洗
い
・
消
毒
」「
換
気
」「
身

体
的
距
離
の
確
保
」「
マ

ス
ク
の
着
用
」
を
継
続
し

ま
す
。

質
問　

コ
ロ
ナ
対
策
で
、

学
校
の
改
修
や
設
備
更
新

な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
今
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

ク
ラ
ス
を
二
つ
に

分
け
た
り
、
広
い

教
室
で
の
授
業
な

ど
工
夫
し
て
い
ま

す
。

質
問　

夏
場
の
対

応
は
。

答
弁
　
熱
中
症
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
で
冷
や

し
て
、
休
み
時
間

に
喚
起
を
徹
底
し
ま
す
。

　
モ
ト
ガ
ッ
コ
の
網
戸
を

早
急
に
つ
け
る
よ
う
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問　

国
の
第
2
次
補
正

で
、
学
校
関
係
の
感
染
症

対
策
費
1
校
当
た
り
１
０

０
万
～
3
0
0
万
円
が
予

算
化
、
そ
の
対
応
は
。

答
弁
　
十
分
学
校
の
意
見

を
聞
い
て
、
対
応
し
ま
す
。

要
望　

就
学
援
助
費
申
請

へ
の
工
夫
を
要
望
し
ま
す
。

質
問　

昨
年
の
よ
う
な
大

雨
が
降
っ
た
ら
心
配
、
対

応
は
。

答
弁
　
県
は
7
ヶ
所
で
復

旧
工
事
を
発
注
、
堆
砂
除

去
や
堤
防
補
強
を
行
っ
て

い
ま
す
。
町
は
堀
田
川
の

堆
砂
除
去
を
予
定
し
ま
す
。

質
問　

北
須
川
の
松
木
下

か
ら
猫
啼
ま
で
堆
砂
除
去

と
堤
防
補
強
を
、
県
に
要

望
を
。

答
弁
　
早
急
に
善
処
し
ま

す
。

質
問　

水
害
へ
の
支
援
は
。

答
弁
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
料

助
成
21
事
業
者
、
国
の
持

続
化
交
付
金
54
事
業
者
、

グ
ル
ー
プ
補
助
金
44
事
業

者
に
活
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
支
援
状
況
は
。

答
弁
　
飲
食
店
等
応
援
事

業
24
事
業
者
及
び
店
舗
等

維
持
費
助
成
56
事
業
者
に

支
援
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
、

温
泉
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す
。

質
問　

国
・
県
の
支
援
制

度
を
町
民
に
周
知
す
る
考

え
は
。

答
弁
　
周
知
を
検
討
し
ま

す
。

◆
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
商
工

　
業
者
に
支
援
強
化
を

◆
北
須
川
・
社
川
の
洪
水

　
対
策
を
県
に
要
望

渡辺　実 議員

▲洪水対策が進む北須川

Q ３密対策で通学バス・修学旅行の増便を

A 修学旅行や学習旅行はどうしても密になる場合は増便します

石川町議会だより　205号
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質
問　

感
染
症
対
策
に
伴

う
臨
時
休
校
中
の
家
庭
学

習
の
評
価
は
。

答
弁
　
学
校
再
開
後
に
学

習
プ
リ
ン
ト
を
回
収
し
、

学
習
状
況
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
小
テ
ス
ト
等
で

習
得
状
況
を
確
認
し
、
学

校
に
お
け
る
学
習
評
価
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま

す
。

質
問　

自
宅
待
機
中
に
ス

ト
レ
ス
か
ら
、
ひ
き
こ
も

り
、
虐
待
、
不
登
校
の
要

因
と
な
る
事
例
は
。

答
弁
　
今
の
と
こ
ろ
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
出
て
く

る
可
能
性
を
踏
ま
え
、
教

育
相
談
を
実
施
し
、
早
期

発
見
、
早
期
対
応
に
努
め

ま
す
。

意
見　

臨
時
休
校
に
よ
る

授
業
の
遅
れ
は
、
夏
季
休

業
の
短
縮
や
行
事
の
中
止

に
よ
る
授
業
時
間
の
確
保

で
、
年
度
内
の
予
定
学
習

を
終
え
る
と
し
て
い
る
が
、

再
開
後
授
業
最
優
先
と
は

せ
ず
、
学
校
教
育
の
目
標

自
体
は
持
ち
続
け
、
子
ど

も
や
先
生
方
の
負
担
過
重

に
な
ら
な
い
よ
う
に
願
う
。

質
問　

残
り
は
い
つ
。

答
弁
　
今
月
中
に
発
注
し

て
年
度
内
に
完
了
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ン
バ
イ
ン
等
は
稲
刈
り

時
期
に
間
に
合
う
よ
う
対

応
し
ま
す
。

質
問　

災
害
ご
み
の
回
収

方
法
に
問
題
が
あ
っ
た
が
。

答
弁
　
自
己
搬
入
で
分
別

し
て
い
な
い
た
め
、
時
間
、

経
費
、
労
力
が
か
か
り
ま

し
た
。

　
巡
回
回
収
の
仕
組
み
づ

く
り
で
円
滑
な
回
収
を
考

え
ま
す
。

質
問　

災
害
時
、
分
散
避

難
と
な
る
と
学
校
施
設
が

避
難
所
と
な
る
、
学
校
避

難
所
利
用
計
画
の
策
定
は
。

答
弁
　
体
育
館
が
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

教
職
員
の
支
援
体
制
や
運

営
方
法
を
含
め
た
利
用
計

画
は
策
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
今
後
、
町
防
災
担
当

部
局
と
協
議
し
、
利
用
計

画
策
定
の
検
討
、
機
能
強

化
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問　

協
議
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答
弁
　
病
院
誘
致
は
私
の

公
約
の
重
要
事
項
の
一
つ

で
す
。
実
現
に
向
け
真
摯

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

し
か
し
多
く
の
事
業
の
調

整
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策

に
専
念
す
る
た
め
検
討
、

協
議
が
難
し
い
状
況
で
す
。

Q
病
院
誘
致
、
3
月
中

に
考
え
方
を
示
す
と

し
て
い
た
が
現
状
は

A
コ
ロ
ナ
が
あ
る
程
度

終
息
し
て
い
け
ば
本

格
的
に
誘
致
に
取
り

組
み
た
い

Q
台
風
第
19
号
災
害

復
旧
の
進
捗
状
況
は

A

公
共
土
木
施
設
80
％
、

農
業
施
設
84
％
で
す

瀬谷　京子 議員

Q 臨時休校による今年度の評価は

A 小学校は9月と3月の2回、中学校は学期ごとの評価とします

▲コロナ対策のため、マスク着
　用で通学する生徒達

令和2年8月1日発行
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質
問　

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー

ク
駐
車
場
・
多
目
的
広
場

の
約
1
万
ト
ン
の
災
害
廃

棄
物
処
理
状
況
は
。

答
弁
　
現
在
ま
で
に
３
０

０
０
ト
ン
の
災
害
廃
棄
物

を
処
理
し
て
お
り
ま
す
。

何
と
か
年
内
に
片
づ
け
ら

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

質
問　

広
域
処
理
と
聞
い

て
い
る
が
、
搬
出
先
の
自

治
体
は
。

答
弁
　
可
燃
ご
み
の
焼
却

を
お
願
い
し
て
い
る
新
潟

県
三
条
市
に
、
3
月
46
ト

ン
を
搬
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
県
外
移
動
禁
止
等

で
そ
の
ま
ま
で
す
。

　
い
わ
き
市
南
部
清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
、
1
日
約
12
ト

ン
搬
出
し
、
４
月
に
１
４

４
ト
ン
の
処
理
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
可
燃
廃
棄
物
以

外
は
、
別
の
処
理
業
者
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

質
問　

今
後
、
被
災
住
宅

の
公
費
解
体
災
害
ゴ
ミ
が

出
る
が
、
そ
の
申
請
状
況

と
処
理
は
。

答
弁
　
公
費
解
体
の
廃
棄

物
（
約
２
万
３
4
00

ト

ン
）は
、ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー

ク
の
第
一
・
第
二
駐
車
場
、

多
目
的
広
場
を
中
心
に
処

分
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
約
100


件
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
8
月

9
月
に
は
第
二
次
募
集
を

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー

ク
の
使
用
は
い
つ
か
ら
。

答
弁
　
当
初
予
定
し
た
廃

棄
物
処
理
量
よ
り
も
少
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
第
一
駐
車
場
を

空
け
る
よ
う
な
形
で
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問　

旧
中
谷
第
二
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
災
害
廃

棄
物
は
。

答
弁
　
ご
み
を
処
分
し
て
、

復
旧
作
業
を
行
う
予
定
で

す
。

　
地
元
行
政
区
の
要
望
等

も
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
地
元
の
期
待
に
応
え

る
形
で
復
旧
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
石
川
町
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
振
興
会

議
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

答
弁
　
長
期
化
、
長
期
戦

に
な
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
、
ど
う
い
っ

た
支
援
を
望
ん
で
い
る
の

か
、
そ
う
い
っ
た
声
を
く

み
取
れ
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問　

商
工
会
と
の
関
係

は
。

答
弁
　
商
工
会
と
行
政
は

一
つ
の
輪
に
な
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q 台風第19号災害廃棄物処理の現状は
A 現在（6月8日）までに3,000トンを処分

根本　重泰 議員

▲旧中二小グラウンド（6月7日撮影）

災
害
廃
棄
物
、
概
算

で
約
３
３
，
4
0
0

ト
ン
！
想
像
も
つ
か

な
い
量
だ
な
…

●
地
元
経
済
を
守
る

　

積
極
的
な
施
策
を

石川町議会だより　205号
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▪農産物の特産品化について（総務産業建設常任委員会）
１．課　　題

２．提言内容
⑴町のリーダーシップにより、農産物の特産品を開発する仕組みを構築すること。
⑵新たな特産品開発のため、優秀な専門家の確保を図り、農業者等を指導できる体制の
整備を図ること。

⑶大学や研究機関との連携を図り、農産物特産品の開発を進めること。

３．おわりに
　現在、農業は大きな注目を集めていると考える。後継者がいない、遊休農地が拡大し
ている等、多くの課題を抱えてはいるが、日本の食料自給率を支えていくためには最も
大切な産業であることを再度認識する必要がある。
　本町においても、同様の課題を含め様々な課題が山積しているが、石川町第6次総合
計画に掲げられている「誇りと希望の持てる農業」の確立を図るため、町がその中心となっ
て農業の在り方を再構築し進めていくことが必要であると考える。
　将来に向けて多くの農業者が夢と希望を持ち、本来の意味での本町の「基幹産業」と
なり、農業により石川町が活性化されることを期待するものである。

早
期
の
決
断

早
期
の
決
断

実
行
を
要
望

実
行
を
要
望

政策提言書を提出政策提言書を提出

①農業人口等　　　　　　　②農産物販売金額規模別農家数
③一次産業の衰退と可能性　④新規就農者の確保

令和2年8月1日発行
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　議会では活動の充実と町民の議会参加を促進するため「議会報告と町民の意見
を聞く会」を開催し、参加者からいただいた議会活動に対する意見や町政に対す
る要望等を整理し、各常任委員会による調査・研究を行った２件について、町長
へ政策提言書を提出しました。

５５月月11日町長へ日町長へ石川町
議会

１．課　　題

２．提言内容
⑴人材育成、教育の機会均等を目的とした給付型の奨学金や定住促進を目的とした貸与
型の奨学金など目的別の奨学資金制度について検討を行うこと。

⑵定住促進を目的とした貸与型の奨学金については、定住に対する返還猶予制度、返還
免除制度、減額返還制度等の検討を行うこと。

⑶寄付やふるさと納税制度など新たな基金調達方法について検討を行うこと。
⑷地元企業や地元金融機関との連携による奨学資金の検討を行うこと。

３．おわりに
　本町において、高等教育奨学金の制度拡大は、財源の問題など様々な課題が想定される。
しかしながら、視察を行った下仁田町では「子供たちが成長して下仁田町へ帰ってくる
ことを地域全体で応援する新しい奨学資金制度」を地元金融機関、地元企業と連携して
制度設計を行っており、将来的な人材育成にまで結びつけている。
　故郷石川を愛し、故郷石川に住み続けることができる人材を確保するため、この提言
をしっかりと受け止めていただき、支援可能な奨学金施策に積極的に取り組まれること
を強く望むものである。

▪高等教育奨学金の償還支援制度・給付型奨学金制度
　について（文教厚生常任委員会）

①貸与可能人数が少ない
②応募者が少ない
③原資が限られている

石川町議会だより　205号
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から要望書を町長へ提出
2. 農業の振興について

①新規就農者の育成について
　先進的な科学技術を取り入れたスマート農業の
導入などにより、新規就農者が意欲と使命を感じ
ることができる対策を行うと共に、新規就農者を
支援する仕組づくりを進めること。

　ICT（情報通信技術）等を活用した
スマート農業の導入により新規就農者

などがその経験を補い、安定した農業経営を
実現するための一つの方策と捉えています。
それらを踏まえ、農業経営改善支援センター
を中心とした新規就農者等の支援強化に努め
ます。

②農産物の特産品化について
　農産物品目の付加価値化の向上と6次化による
新たな産品の開発等を行い、農産物の特産品化を
図ること。

　農業者や加工業者、消費者等をメン
バーとした地域産業6次化推進組織を

立ち上げ、商品開発や人材育成などに取り組
みます。

③有害鳥獣対策について
　イノシシが原因だと思われる被害が多発してい
る。農業者の生産意欲を減退させないためにも更
なる強固な対策を進めること。

　農地周辺の草刈りや侵入防止柵の設
置などの集落ぐるみの取り組みを確実

に実施することで、農作物被害を軽減できま
す。引き続き、この取り組みを推進するとと
もに、現在、狩猟免許所持者が高齢化等によ
り減少しているため、若手の人材育成に向け
た支援策の検討を進めます。

3. 子育て支援（保育）の充実について

①保育について
　認定こども園の建設が計画されているが、建設
場所については、安全で安心できる場所に建設を
すること。また、保護者の負担軽減や児童通所の
安全確保の観点から送迎について検討すること。

　認定こども園の建設は、敷地の広
さ・建物の規模についての検討のほ

か、児童が安全に行動できる場所、児童送迎
の保護者車両の対応が可能な場所、安全に通
所させるための方法といった視点に立ち、現
在、関係機関と協議し情報収集に努めながら、
建設に向けた検討を進めてまいります。

②子育て支援について
　保育所における長時間保育や夏休み期間の子ど
も預かりなど、保護者のニーズに即した支援につ
いて検討すること。

　現在、子育て中の保護者への情報提
供の在り方について検討を進めてい

るところであり、今後も、保護者ニーズの把
握に努め、子育て支援の一層の充実に努めま
す。

回答
（抜粋）

回答
（抜粋）

回答
（抜粋）

回答
（抜粋）

回答
（抜粋）

　
福
島
県
町
村
議
会
議

長
よ
り
町
村
議
会
議
員

と
し
て
11
年
以
上
在
職

の
自
治
功
労
者
と
し
て

瀬
谷
京
子
議
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
草
野
議
長
よ
り

伝
達
表
彰
が
行
わ
れ
、

同
僚
議
員
か
ら
祝
福
の

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

自治功労
表彰

令和2年8月1日発行
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「町民の意見を聞く会」石川町
議会

1. 災害対策について

①防災計画の見直しについて
　台風第19号など、近年の災害の教訓を活かし、
地域防災計画の見直しを行うこと。特に避難所の
あり方については、多くの課題が生じたことから、
その見直しを行うこと。

　防災・減災対策を見直し、発災時に
おける初動体制のあり方と、復旧に対

する迅速な対応を図れるような防災体制を構
築する必要があるため、町の地域特性を鑑み、
行政・地域・町民による防災対応力の向上を
念頭に石川町地域防災計画の改訂を進めます。
　さらに、指定緊急時避難場所及び指定避難
所の整理検討を進めます。

②自主防災組織の育成について
　台風第19号により多くの町民が被災し、行政機
能だけでは対応が難しい状況となった。近隣同士
で助け合う「共助」が大きな役割を持つことから、
住民による迅速な安否確認や救助活動が可能とな
るよう自主防災組織の育成を行うこと。

　町内各地で自主防災組織が結成さ
れ、活発な活動が展開されるように、

組織の設立支援や活動への補助制度の創設等
必要な支援を検討してまいります。

③災害時の情報伝達について
　迅速・的確な災害情報を提供できるよう情報伝
達基盤の整備を図ると共に、より効果的な情報伝
達手段について検討すること。

　災害時避難情報の伝達方法について
は、防災行政無線と併用して、広報車

による伝達、緊急速報メール、Lアラート、
テレビ、ラジオ等のメディアを活用し、必要
な情報を的確に発信します。
　現在、防災行政無線のデジタル化移行へ向
けた機器更新工事に合わせ、戸別受信機（防
災ラジオ）の全戸への貸与を計画しています。
これにより、受信環境が整い防災情報の周知
向上が図れます。

④消防団の組織強化について
　消防団員のなり手不足が依然として続くなど厳
しい状況にある。消防団員の確保や施設の維持に
対して、十分な支援を講じると共に、自治会消防
等の支援組織等その対応策について検討すること。

　部の統合による組織の効率化、消防
団を補完する組織（消防OB等）の検

討などを視野に入れた持続可能な組織体制へ
の転換を考えていきます。

　令和２年5月13
日、今後の町政に
反映されるよう石
川町議会として町
長へ要望書を提出
しました。
　6月2日に回答
がありましたの
で、抜粋内容を掲
載します。

回答
（抜粋）

回答
（抜粋）

回答
（抜粋）

回答
（抜粋）

石川町議会だより　205号
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礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ

る
。
見
て
く
れ
る
人
が
い

て
、
見
て
も
ら
え
る
場
所

が
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
感

謝
し
て
、
あ
り
が
と
う
の

気
持
ち
を
込
め
て
踊
る
。

こ
れ
は
私
の
一
番
の
楽
し

い
時
間
で
す
。

　
私
は
、
3
歳
の
頃
か
ら

よ
さ
こ
い
を
続
け
て
い
ま

す
。
高
校
入
学
後
も
石
川

郡
よ
さ
こ
い
踊
り
隊
に
所

属
し
、
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
私
の
大
好
き
な

よ
さ
こ
い
を
地
元
で
一
日

中
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
は
、

近
津
神
社
の
お
祭
（
八
槻

市
）
だ
け
で
す
。
自
分
が

踊
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

た
く
さ
ん
の
チ
ー
ム
の
踊

り
を
見
た
り
、
違
う
チ
ー

ム
の
友
人
と
一
緒
に
踊
っ

た
り
、
ま
っ
た
く
飽
き
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普

段
は
、
踊
り
子
の
後
ろ
に

い
る
旗
士
さ
ん
た
ち
が
一

斉
に
旗
を
振
る
演
技
は
、

間
近
で
見
る
と
す
ご
く
迫

力
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に

格
好
い
い
で
す
。
そ
し
て
、

最
後
は
全
チ
ー
ム
で
の
総

踊
り
で
す
。
大
好
き
な
も

の
を
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

と
共
有
で
き
る
こ
と
は
本

当
に
気
持
ち
い
い
で
す
。

　
私
は
、
今
ま
で
何
度
も

よ
さ
こ
い
に
救
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
つ
ら
い
こ
と
や

悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

よ
さ
こ
い
が
そ
れ
を
忘
れ

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
自

分
の
大
好
き
な
こ
と
を
思

い
っ
き
り
で
き
る
場
所
が

石
川
町
に
は
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
こ
と

に
感
謝
し
、
こ
の
町
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
広
報

常
任
委
員
会

委
員
長　

瀬
谷　

寿
一

副
委
員
長　

藤
島　

一
浩

委　
　

員　

乾　
　

初
美

委　
　

員　

菊
池
美
知
男

委　
　

員　

根
本　

重
泰

委　
　

員　

小
木　

芳
郎

未
来
に
向
か
っ
て

未
来
に
向
か
っ
て

高
校
生
の
声

県
立
石
川
高
校　
　

３
年　

渡わ
た

邊な
べ　

紗さ

雪ゆ
き　

広
が
る
未
来

広
が
る
未
来
（
私
に
と
っ
て
の
八
槻
市

（
私
に
と
っ
て
の
八
槻
市
））

９月定例会
「一般質問」は
９月７日（月）
の予定です。

　
太
陽
の
眩
し
い
季
節
、

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
開
放
的

な
夏
。

　
海
や
山
の
景
色
は
、
例

年
と
何
も
変
わ
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
今
年
の
夏
は
、

い
つ
も
と
違
っ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
禍
の
た
め
、
当
た

り
前
だ
っ
た
日
常
そ
の
も

の
が
、
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。

　
遠
い
昔
、
人
類
が
生
業

を
狩
猟
か
ら
農
耕
を
選
ん

だ
時
、
集
団
生
活
に
よ
る

密
集
化
や
穀
物
の
貯
蓄
に

伴
い
鼠
等
に
よ
る
感
染
拡

大
か
ら
ウ
イ
ル
ス
と
の
共

存
が
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
現
代
に
お
け
る
私
達
が
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
コ
ロ
ナ
禍
は
、
学
び

方
や
働
き
方
、
日
常
生
活

の
全
般
に
渡
り
以
前
に
戻

る
事
が
あ
る
の
か
と
言
う

不
安
も
あ
る
。

　
し
か
し
、「
明
け
な
い

闇
夜
は
な
い
」
明
る
い
希

望
に
満
ち
溢
れ
た
記
事
満

載
の
議
会
だ
よ
り
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
に
、
日
々

奮
闘
し
て
い
き
た
い
。

菊
池
美
知
男

▲

私
の
大
好
き
な
よ
さ
こ
い
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